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 保健体育部会  

 

研究主題 「評価を生かした学習指導の工夫・改善と教科研修の充実」 

 

研究の概要 

平成１５年度より、高等学校の新しい学習指導要領が学年進行により実施され、「目標に

準拠した評価：観点別学習状況の評価」が実施されている。  

また、平成１６年度から全都立高等学校で、「生徒による授業評価」が実施されるととも

に、その評価結果を「校内研修」で検討し授業改善を図る取組がスタートした。  

昨年度の部会では、生徒による授業評価を生かした授業改善の具体的な実施方法等を中心

に研究開発した。本年度は、個に応じた指導の一層の充実を図るため、観点別学習状況の評

価と生徒による授業評価の評価結果を分析することで、どのような学習指導の工夫・改善を

図ることができるのかについて視点をあて研究を進めてきた。  

 具体的な研究内容は、単元における指導計画と評価規準及び評価方法を示した「指導と評

価の計画」を作成した。生徒の学習の実現状況を教員がより的確に把握し、学習指導の工夫

・改善に生かせるよう「評価規準」と「生徒の自己評価項目」に関連を図った。評価した結

果を教員がどのようにとらえ、次の学習指導の工夫・改善を図ったのか、その経緯が分かる

ような研究内容とした。さらに、授業改善を組織的に推進していくため、保健体育科におけ

る研修の在り方について研究し「教科研修の年間計画」のモデル案と授業を参観して活発に

意見交換ができるよう「授業コメントシ－ト」を作成した。 

 

Ⅰ 研究の目的 

１ 観点別学習状況の評価と生徒による授業評価の評価方法を取り込んだ「指導と評価の計

画」を示すことで評価活動の推進を図る。 

２ 観点別学習状況の評価や生徒による授業評価を踏まえた学習指導の工夫・改善の具体例

を示すことで個に応じた指導の一層の充実を図る。  

３ 多面的に授業改善を行うことができるような教科研修の具体例を示すことで、教科研修

の活性化を図る。  

 

Ⅱ 研究の方法 

１ 評価を踏まえた学習指導の工夫・改善の具体化を図るために、武道領域から柔道を例に

して、評価を「いつ、だれが、どのように行うのか。」を示した「指導と評価の計画」を

作成するとともに、観点別学習状況の評価の結果を補助簿に蓄積した。  

２ 観点別学習状況の評価規準と生徒の自己評価項目に関連をもたせ、生徒の学習の実現状

況をより把握しやすいように工夫した。生徒の自己評価の結果を参考とすることで、個に

応じた学習指導の工夫や改善点を見いだすこととした。  

３ 研究開発委員の学校の校内研修と部会の月例会を連携して実施するとともに、授業改善

を中心にした教科研修の年間計画の具体例を検討した。  

  また、他の教員が授業を参観した際に、授業についての意見等を記入し、授業者にフィ

ードバックできる資料（授業コメントシート）を作成することとした。  
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〈研究の流れ〉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導計画及び評価規準を示した「指導と評価の計画」 

〈指導内容〉〈指導方法〉〈評価規準〉〈評価方法〉 

充教科内研修の充実  生徒の改善  授業者の改善

(Plan) 

(Action)

Ａ

 

・生徒の学び方の工夫  

・生徒の学習への取り組みの

 向上  

学びの改善 
 

・授業改善に向けての意見

交換 

・生徒に関する情報の交換

・学習指導に関する情報交

 換 

 

教科研修の充実 
 

・生徒一人一人の学習の実現

状況の把握 

・評価結果を生かした学習指

導の工夫と改善 

 

学習指導の改善

(Check) 

 

 

 

・学習状況の振り返り 

・授業への取り組み状況の

振り返り 

生徒による評価 
 

 

 

・生徒に関する情報提供 

・学習指導に関する情報提

 供 

他教員等の授業参観 
 

 

 

・観点別学習状況の評価の

分析  

・学習指導に対する振り返

り  

教員による評価 

・授業コメントシートによ

る意見・感想・助言等 

・自己評価と相互評価 

・生徒による授業評価 

・観点別学習状況の評価

・教員の自己評価 

《学校の教育目標》                《学習指導要領》

【学校の保健体育科の目標の設定】 

「生徒の実態」              「身に付けさせたい力」

授 業 の 実 践 
(Do) 
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Ⅲ 研究の内容 

１ 単元における指導と評価の計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施学年 ２年生　男子　（４０名） 実施時期 ９月～１１月

ア 自己の能力に応じて立ち技の技能を高め、自己の得意技を発見し、相手の動きに対応した攻防を競い合う楽しさを味わう練習

や試合ができる。

イ 柔道のもつ伝統的な考え方を理解し相手を尊重しながら、公平に練習や試合をすることができる。

ウ 自己の能力に応じた技を習得する喜びを味わうために、計画的な練習の方法を理解し、工夫することができる。

エ 周囲の安全に配慮しながら、練習や試合を行うことができる。

「オリエンテーション」 ①

・単元の目標を知る

・１学期の復習「受け身」

・投げ技の習得のために多様な練習を展開して ①

　いく。

○技の一斉指導

○かかり練習（グループ）

○約束練習（グループ）
①

○自由練習（グループ）

①

①

②

・投げ技の練習（一斉指導）
①

・復習

・スキルテスト
②

　生徒による授業評価１

②

②

③

②

・試合
③

④

・試合
④

③

　生徒による授業評価２

●十分満足できると判断される生徒に対する評価の方法

おおむね満足できると判断した生徒のうち、質的な高まりや深まりをもっていると判断した生徒を十分満足できる段階とした。具体的には自ら主体的に

活動するとともに、仲間を支えたり、教えたりしている、ということを見て取ることのできた生徒を十分満足できる段階と評価した。

単元名 柔道

思

・

知

関

関

・

技

思

・

知

思

・

技

関

知

・投げ技の技能を深めていく。得意技や技の連

　絡変化など、実践に近い形での練習を行う。

　さらに実践形式での自由練習や簡易試合を行

　う。

学

習

Ⅱ

　

ね

ら

い

２

ま

と

め

学

習

過

程

◎学習カードの記入

●観察による補助簿への記入

●生徒への問いかけ、発言分析等

<（思）個人カードを活用して各個人への課

題設定を提示する。

（知）学習カードへの返答によって行う。

次回の授業で基本動作に関して個別に復習

をする。>

◎学習カードの記入

●観察による補助簿への記入

<授業中の観察で努力を要する段階にある生

徒に対して、声かけを行いグループ活動へ

スムーズに入れるように支援する。>

◎学習カードの記入

●観察による補助簿への記入

●生徒への問いかけ、発言分析等

<（思）個人カードを活用して各個人への課

題設定を提示する。

（技）動きのできていない生徒に関しては

観察の段階で個別に指導を行う。>

観

点

1

思

関

・

知

6〜8

関

・

技

9

10

・技の連絡変化の練習では、自分の得意技の

　持っている特性を理解し、技の成功するパ

　ターンを見付ける。

・かかり練習では、正しい動きと、タイミング

　を注意しながら技を習得する。

・約束練習では、どのような間合いや崩し、タ

　イミングが、自分の技にとってよいのかを考

　えながら行う。

・自由練習では、自分の得意技を出しながら、

　技の成功するパターンを習得する。

体重別のグループに分かれ、試合を行う。

各グループが協力して、リーグ戦を行う。

5

・単元の目標に必要な柔道の特性及び伝統的な

　行動の仕方を知る。

時間 学習内容・活動

2〜4

導

入

段

階

展

開

◎学習カードの記入

●観察による補助簿への記入

<（関）個別に授業内で指導を行う。

（技）技の連絡変化やタイミングなどの提

示を行う。>

学習活動における評価規準

「おおむね満足できると判断される状況」

評価方法

○生徒　◎生徒と教師　●教師

●スキルテスト

○生徒による授業評価

◎学習カードの記入

<（関）授業中の観察で努力を要する状況に

ある生徒に対して、声かけを行いグループ

活動へスムーズに入れるように支援する。

（技）テスト終了後フィードバックを即時

に行う。>

◎学習カードの記入

●観察による補助簿への記入

<学習ガードを用いて、個々の課題に対して

返答する。>

◎学習カードの記入

●生徒への問いかけ、発言分析等

<（思）試合や練習の合間に、個別に指導を

行う。また、学習カードに技の連絡変化等

の提示を行う。

（知）次回の授業の冒頭で、対人技能に関

する説明を行う。>

◎学習カードの記入

●観察による補助簿への記入

<個人カードへの返答の中で、各個人への課

題設定を提示する。>

〈努力を要する生徒への手立て〉

◎学習カードの記入

●生徒への問いかけ、発言分析等

<学習カードへの返答を用いて、特性の徹底

を図る。>

◎学習カードの記入

●観察による補助簿への記入

<（関）安全に関することは、即時に指導を

行う。必要であれば、全体に対して指導を

行う。

（知）学習カードの返答において、必要な

知識に関して質問を行う。>

柔道に必要な基本的動作について言っ

たり、書き出したりしている。

（知識・理解）

自分の力を最大限に発揮し努力する姿

勢や練習する仲間を尊重し共に向上し

ていこうという精神について言った

り、書き出したりしている。

（知識・理解）

練習で安全を確かめ、仲間と協力して

教え合おうとする。

（関心・意欲・態度）

自分にあった技を選び、得意技として

身に付けるための課題を設定し、課題

解決に適した練習方法を選択してい

る。（思考・判断）

自分の能力に応じた技を習得する喜び

や、相手の動きや技に対応した攻防を

展開して競い合う柔道の楽しさを味わ

おうとする。

（関心・意欲・態度）

試合や練習で、身に付けた得意技をか

ける機会を見付けている。

（思考・判断）

崩しや間合いなど、対人的技能の構造

について言ったり、書き出したりして

いる。（知識・理解）

練習で安全を確かめ、仲間と協力して

教え合おうとする。

（関心・意欲・態度）

礼儀作法、ルールについて言ったり、

書き出したりしている。

（知識・理解）

自分にあった技を選び、得意技として

身に付けるための課題を設定し、課題

解決に適した練習方法を選択してい

る。（思考・判断）

自分の能力に応じて正確な動作で、練

習を行うことができる。

（運動の技能）

審判の判定や指示に従うとともに、勝

敗や結果を受け入れたり、礼儀作法を

重視しようとする。

（関心・意欲・態度）

約束練習の中で、身に付けた技で正確

な動作で投げることができる。

（運動の技能）

身に付けた得意技を、試合や練習の中

でかけることができる。

（運動の技能）

単

元

の

目

標

学

習

Ⅰ

学

習

Ⅱ

ね

ら

い

１

グループをつくり団体戦を行う。各試合とも勝

ち抜き戦で行う。

展

開

ま

と

め

・グループ練習は、体重別に４つのグループに

　分かれて行う。

・かかり練習では正しい動きに注意して技を習

　得する。

・約束練習では、相手の安全を配慮しながら正

　確な動作を身に付ける。

・自由練習では、相手との対人動作を考えなが

　ら、自分の技を仕掛ける。

試合や練習で、身に付けた得意技をか

ける機会を見付けている。

（思考・判断）

用具や服装、練習場などの安全を確か

めたり、禁じ技を用いないなど、自他

の安全に留意しようとする。

（関心・意欲・態度）
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２ 評価結果を生かした学習指導の工夫と改善 

 

(1) 観点別学習状況の評価規準と生徒の自己評価項目との関連を図る 

観点別学習状況の評価の「評価規準」から「生徒の自己評価項目」を作成することで、

生徒の学習の実現状況を的確に把握できると考えた。 

「生徒の自己評価項目」の文言については、生徒が具体的な行動をイメージできるよう

に工夫し、学習の実現状況を「Ａ（十分満足できる状況）・Ｂ（おおむね満足できる状況）

・Ｃ（努力を要する状況）」の３段階として選択肢を作成した。 

自己評価の方法は、毎時間使用する学習カードに、その時間に教員が評価する観点の評

価規準に関連させた「生徒の自己評価項目」を入れた。このことにより、生徒に自己の学

習の実現状況を振り返らせるとともに、教員が生徒の学習の実現状況を把握するための情

報とし、指導の手だてを考える際に活用した。 

 

評価規準 

 
自己評価項目 

 

                 

             

 

                     

 

 

【評価規準と関連付けた生徒の自己評価項目の例】 

教員の評価 生徒の自己評価項目（学習カードの選択肢） 
観点 

評価規準 Ａ Ｂ Ｃ 

関 心

意 欲

態 度

③ 

用具や服装、練習場など

の安全を確かめたり、禁

じ技を用いないなど、自

他の安全に留意しよう

とする。 

練習や試合で周囲の

安全にも留意し、危険

な場合には積極的に

仲間にも声をかけた。

練習や試合で自分と

相手の安全に留意し

た。 

教員や仲間の支援に

より、練習や試合で自

分と相手の安全に留

意した。 

思 考

判 断

② 

試合や練習で、身に付け

た得意技をかける機会

を見付けている。 

試合や練習で身に付

けた得意技をかける

機会を自ら作り出す

ことができた。 

試合や練習で身に付

けた得意技をかける

機会を見付けること

ができた 

試合や練習で教員や

仲間の支援により身

に付けた得意技をか

ける機会を見付ける

ことができた。 

運 動

の 技

能 ③ 

身に付けた得意技を、試

合や練習の中でかける

ことができる。 

試合や練習の中で身

に付けた得意技をか

け、相手を投げること

ができた。 

試合や練習の中で身

に付けた得意技をか

けることができた。 

教員や仲間の支援に

よって、試合や練習の

中で身に付けた得意

技をかけることがで

きた。 

知 識

理 解

③ 

崩しや間合いなど、対人

的技能の構造について

言ったり、書き出したり

している。 

技をかけるときの崩

しや間合いなどの対

人技能の構造につい

て正確に理解し、仲間

に説明することがで

きる。 

技をかけるときの崩

しや間合いなどの対

人技能についてほぼ

正確に理解している。 

技をかけるときには

崩しや間合いなどの

対人技能が必要とさ

れることは知ってい

る。 

関連付ける 

学習の実現状況の把握  

生徒一人一人の指導の手だて
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(2) 観点別学習状況の評価を踏まえた指導の手立て 

ア 「努力を要すると判断される」状況にある生徒に対する具体的な指導内容について、

単元計画作成の段階で指導の手だてを作成し単元途中の指導に活用した。 

イ 評価結果を分析し、授業の課題や生徒の学習の実現状況等を、①授業の展開に関する

もの、②観点別学習状況の評価に関するもの、③自己評価に関するものに分類して明ら

かにした。そして、それぞれの課題について改善策を立て、次の時間において工夫・改

善を行った。 

 

◆第２回授業の分析（Check） ◆次の授業への改善点（Action）

①授業の展開

に関すること 

 

・２種類の投げ技の練習を予定

していたが、1 種類で終了し

てしまった。  

・グループ学習の際に人数が奇

数のグループがあった。  

・次回からの授業も 1 種類ずつの進

行に変更する。  

・グループ内で、互いに協力し工夫

して練習するよう指示する。  

②観点別学習

状況の評価か

ら明らかにな

ったこと 

 

 

・安全に関する配慮に欠ける場

面があった。  

・積極的なアドバイス活動が見

られなかった。  

・安全に関する指導を全体にもう一

度設定（全体指導）する。  

・グループ内でいろいろな相手と練

習する場面を設定し、互いにアド

バイスをさせた。人の動きを見る

ということに重きを置くように指

導する。  

③自己評価か

ら明らかにな

ったこと 

 

 

 

・受け身に不安をもっている生

徒が少数いた。  

・大腰に対して技術的な不安が

ある生徒が見受けられた。  

・投げることに対して「楽しさ」

を感じる生徒が見受けられ

た。  

 

・受け身に不安を抱えている生徒に

対し、全体練習の際に声をかけ、

個別に指導する。  

・大腰の復習の時間を長めにとり、

反復することで技術の定着を図

る。  

・約束練習を入れることで、実際に

投げる練習時間を確保する。  

  

 

◆第７回授業の分析（Check） ◆次の授業への改善点（Action）

①授業の展開

に関すること 

・練習時間の確保が難しかっ 

 た。  

・新しい事項の説明をする時間

が少なかった。  

・グループ活動の中での練習時間を

 確保する。また、他グループの活

 動の際に仲間と相談しながら活動

 させる場を設定する。  

・学習カードにコメントを記入して

生徒の個々の質問に対応する。  

②観点別学習

状況の評価か

ら明らかにな

ったこと 

・崩し方や間合いに関しての理

解が不十分な生徒が多い。  

・得意技の習得に至っていない

生徒が少数いた。  

・崩し方、間合い、さばきが理解で

きるような練習を取り入れる。  

・積極的に声かけを行いながら、仲

間との活動の中で気付かせる。  

③自己評価か

ら明らかにな

ったこと 

・間合いの取り方で悩んでいる

生徒が多くいた。  

・技が出せずに悩んでいる生徒

が多くいた。  

 

・崩し方、間合い、さばきが理解で

 きるような練習を取り入れる。  

・投げられることを恐れずに、投げ

に行くことを指導する。  
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(3) 生徒による授業評価を踏まえた指導の手立て 

生徒による授業評価は、単元のねらい１及びねらい２のそれぞれ最終授業時間に設定し

て実施した。ねらい１の授業が終了した段階で１回目の生徒による授業評価を実施し、そ

の結果から授業の課題について授業評価の項目に基づき①姿勢に関すること、②指導方法

に関すること、③授業内容に関することに分類して明らかにし、ねらい２への授業改善を

行った。  

   

◆生徒による授業評価１の分析（Check） ◆ねらい２への改善点（Action） 

①姿勢に 

関するこ

と 

・生徒は、公平に接せられている感

がないようである。  

・質問量の多さから、質問に対応し

きれない場面があった。  

・学習カードにコメントを書く。気が付い

た点への声かけを積極的に行う。  

・説明が周知徹底するような環境や説明時

に動きを入れるなどの分かる説明を工夫

する。  

②指導方

法に関す

ること 

・生徒が個に応じた課題を感じてい

ない、又は分からない。  

・授業を進めるスピードの感じ方に

格差が生じている。  

・学習カードを使用して生徒一人一人に明

確な課題を提示する。  

・時間配分を工夫し、個別対応ができる時

間を確保できるようにする。  

③授業内

容に関す

ること 

・毎時間の授業やねらい、評価方法

について理解していない状況が見

られる。  

 

 

 

 

 

 

 

・毎時間、拡大してねらいを掲示している

が確認していなかったので、授業前に確

認する時間を設ける。  

 

(4) 観点別学習状況の評価について 

 観点別学習状況の評価を毎時間に実施し、記録を補助簿に蓄積していった。補助簿は生 

徒の自己評価結果の情報も記録できるようにした。  

  ア 評価の方法  

学習の実現状況を評価規準に照らして、Ａ「十分満足できると判断される状況」、Ｂ

「おおむね満足できると判断される状況」、Ｃ「努力を要すると判断される状況」の３

段階（以下、Ａ・Ｂ・Ｃという）で評価を行い、各時間の評価結果を補助簿に記録した。

同時に、生徒の自己評価の情報も記録した。  

イ 総括の方法  

    各時間記録した評価結果を、４つの観点別に総括する。「Ａ」と「Ｃ」が同時にある

場合には「ＢＢ」と読み替えた後、「Ａ」が過半数であれば「Ａ」、「Ｃ」が過半数で

あれば「Ｃ」、それ以外は「Ｂ」と総括した。  

例）「ＡＡＡＢＢ」→「Ａ」、「ＢＢＣＣＣ」→「Ｃ」、「ＣＡＡＢＢ」→「Ｂ」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 補 助 簿 の 例 】  

授 業 時 間  
氏 名  評 価 の 観 点  

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８  ９  1 0  
総  括

関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度  Ａ   Ａ Ｂ   Ｂ  Ａ  Ａ  

思 考 ・ 判 断    Ｂ Ａ   Ｂ Ｂ    Ｂ  

運 動 の 技 能    Ａ  Ａ     Ａ  Ａ  

観 点 別  

評 価  

知 識 ・ 理 解  Ａ   Ａ   Ｂ  Ａ   Ａ  

関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度  Ｂ   Ａ Ｂ   Ａ  Ａ  Ａ  

思 考 ・ 判 断    Ｂ Ａ   Ａ Ｂ    Ｂ  

運 動 の 技 能    Ｂ  Ａ     Ａ  Ａ  

生 徒  

１  

 

自 己 評 価

 

知 識 ・ 理 解  Ｂ   Ａ   Ｂ  Ｂ   Ｂ  

関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度  Ｂ   Ｂ Ｃ   Ｂ  Ｂ  Ｂ  

思 考 ・ 判 断    Ａ Ｂ   Ｃ Ｂ    Ｂ  

運 動 の 技 能    Ｂ  Ｃ     Ｂ  Ｂ  

観 点 別  

評 価  

知 識 ・ 理 解   Ａ   Ｂ   Ｂ  Ｂ   Ｂ  

関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度  Ａ   Ｂ Ｂ   Ｂ  Ａ  Ｂ  

思 考 ・ 判 断    Ａ Ｃ   Ｃ Ｂ    Ｂ  

運 動 の 技 能    Ｂ  Ｃ     Ｂ  Ｂ  

生 徒  

２  

自 己 評 価

知 識 ・ 理 解  Ａ   Ｂ   Ｃ  Ｃ   Ｂ  
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【学習カード（３時間目）の例】 

 

【生徒による授業評価１アンケート（５時間目）の例】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 習 個 人 カ ー ド  ２ 年 男 子  単 元 名 【 柔  道 】  Ｎ ｏ ． ３  

 ク ラ ス ：         氏 名 ：                      

     月      日     曜 日     時 間 目  

《 今 日 の 学 習 活 動 を 確 認 し よ う 》  

 

 

 

 

本  時  

（ ３ 時 間

目 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

《 本 時 の 授 業 を 振 り 返 ろ う 》  

大 外 刈 り を か け る 時 に 気 を 付 け る こ と は  

（ 1 ） （     ） を し っ か り と 踏 み 込 ん で 、 （     ） を し っ か り と 振 り 上 げ る 。  

（ 2 ） 相 手 と （      ） と 密 着 さ せ し っ か り と （     ） に 崩 す 。  

（ 3 ） 上 体 で 相 手 を あ お り な が ら 、 相 手 の （     ） を 刈 る 。  

 

《 本 時 の 取 り 組 み を 自 己 評 価 し よ う 》    ＊ 自 分 の 取 り 組 み に 一 番 近 い 項 目 に ○ を つ け よ う ！  

 質  問  項  目  ○ を 記 入

Ａ  
自 分 の 特 性 に あ っ た 技 を 見 つ け 、 得 意 技 と し て 身 に 付 け る た め の 具 体 的 な 課 題 と そ れ を 解 決

す る た め の 練 習 方 法 を 見 付 け る こ と が で き た 。  

 

Ｂ  
自 分 の 特 性 に あ っ た 技 を 見 付 け 得 意 技 と し て 身 に 付 け る た め の 課 題 を 見 つ け る こ と が で き

た 。  

 

 

思 考  

判 断  

Ｃ  先 生 や 仲 間 の 支 援 に よ り 、 自 分 の 特 性 に あ っ た 技 を 見 付 け る こ と が で き た 。   

Ａ  
３ つ の 要 素 （ 引 き つ け ・ 踏 み 込 み ・ 足 の 振 り 上 げ ） の す べ て を 満 た し 、 ス ム ー ズ に か つ 、 リ

ズ ム の 良 い 動 き で か か り 練 習 を 行 う こ と が で き た 。  

 

Ｂ  
３ つ の 要 素 （ 引 き つ け ・ 踏 み 込 み ・ 足 の 振 り 上 げ ） の す べ て を 満 た し て か か り 練 習 を 行 う こ

と が で き た 。  

 

 

 

運 動

技  能  

Ｃ  
３ つ の 要 素 （ 引 き つ け ・ 踏 み 込 み ・ 足 の 振 り 上 げ ） の う ち 、 １ つ 又 は ２ つ の 要 素 を 満 た し て  

か か り 練 習 を 行 う こ と が で き た 。  

 

 

教 員 か ら の コ メ ン ト  

 時  間              学  習  活  動  

１ 時 間 目  

 

①  オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ･ ･ ･ 単 元 の 目 標 ・ 柔 道 の 特 性 、 伝 統 的 な 行 動 の 仕 方 を 知 る  

②  １ 学 期 の 復 習 「 受 け 身 」  

２ 時 間 目  投 げ 技 の 練 習 ･ ･ ･ 大 腰 ・ 払 い 腰  ／ か か り 練 習 ／ 約 束 練 習  

３ 時 間 目  投 げ 技 の 練 習 ･ ･ ･ 大 外 刈 り ・ 大 内 刈 り ／ か か り 練 習 ／ 約 束 練 習  

４ 時 間 目  投 げ 技 の 練 習 ･ ･ ･ 背 負 い 投 げ ・ 小 内 刈 り ／ 約 束 練 習 ／ 自 由 練 習  

５ 時 間 目  投 げ 技 の 練 習 ･ ･ ･ 復 習 ／ ス キ ル テ ス ト （ 約 束 練 習 形 式 ）  

６ 時 間 目  技 の 連 絡 変 化 の 練 習 ／ か か り 練 習 ／ 約 束 練 習 ／ 自 由 練 習    

７ 時 間 目  か か り 練 習 ／ 約 束 練 習 ／ 自 由 練 習  

８ 時 間 目  自 由 練 習 ／ か か り 練 習 ／ 約 束 練 習 ／ 簡 易 試 合 （ 投 げ 技 の み ）  

９ 時 間 目  試 合  

１ ０ 時 間 目 試 合 ／ 授 業 の ま と め  

感 想 な ど  

柔 道 授 業 評 価 ア ン ケ ー ト  

 

 こ の ア ン ケ ー ト は 、 授 業 担 当 者 が 生 徒 諸 君 と と も に 授 業 を よ り よ く し て い く こ と を 目 指 し て 実 施 す る も の で す 。 回 答

内 容 が あ な た の 成 績 評 価 に 影 響 す る こ と は 全 く あ り ま せ ん の で 、 厳 正 か つ 正 直 に 行 う よ う 協 力 し て く だ さ い 。 自 由 意 見

は 積 極 的 に 記 入 し て く だ さ い 。  

◆ 自 己 評 価 ・ ・ ・ 授 業 に 対 す る あ な た 自 身 の 取 り 組 み に つ い て  

 観  点       項      目  そ う 思 う   だ い た い そ う 思 う  あ ま り 思 わ な い  全 く 思 わ な い

１  運 動 を 楽 し む こ と が で き た 。    ４     ３     ２     １   

２  仲 間 と 協 力 し て 活 動 す る こ と が で き た 。    ４     ３     ２     １  

３  

関 心  

意 欲  

態 度  自 他 の 安 全 に 留 意 し て 活 動 で き た 。    ４     ３     ２     １  

４  自 分 の 課 題 を 発 見 す る こ と が で き た 。    ４     ３     ２     １  

５  

思 考  

判 断  課 題 の 解 決 に 向 け て 練 習 を 工 夫 す る こ と が で き

た 。  

  ４     ３     ２     １  

６  技 能  学 習 し た 技 が で き る よ う に な っ た 。  ４     ３     ２     １  

７  武 道 の 伝 統 的 な 行 動 の 仕 方 を 理 解 で き た 。  ４     ３     ２     １  

８  

知 識  

理 解  柔 道 の 基 本 動 作 を 理 解 で き た 。  ４     ３     ２     １  

 

◆ 授 業 評 価 ・ ・ ・ 授 業 に 対 す る 評 価  

 観  点       項      目  そ う 思 う   だ い た い そ う 思 う  あ ま り 思 わ な い  全 く 思 わ な い

１  生 徒 に 公 正 に 接 し て い ま す か 。    ４     ３     ２     １  

２  生 徒 の 安 全 に 注 意 し て 授 業 を し て い ま す か 。    ４     ３     ２     １  

３  

姿  勢  

生 徒 の 質 問 に 誠 意 を も っ て 答 え て い ま す か 。    ４     ３     ２     １  

４  適 切 な ア ド バ イ ス や 言 葉 か け が あ り ま す か 。    ４     ３     ２     １  

５  授 業 の 進 め 方 や ス ピ ー ド は 適 切 で す か 。    ４     ３     ２     １  

６  

指  導  

方  法  

個 に 応 じ た 課 題 が 設 定 さ れ て い ま す か 。    ４     ３     ２     １  

７  興 味 や 関 心 の も て る 内 容 の 授 業 で す か 。    ４     ３     ２     １  

８  運 動 量 は 適 当 で す か 。    ４     ３     ２     １  

９  毎 時 間 の 授 業 の ね ら い や 目 標 が 示 さ れ て い ま す

か 。  

  ４     ３     ２     １  

1 0  

授  業  

内  容  

評 価 方 法 に つ い て 説 明 さ れ て い ま す か 。    ４     ３     ２     １  

 

☆ 自 由 意 見 ・ ・ ・ 授 業 で 良 か っ た と こ ろ ・ 改 善 し て 欲 し い 点 な ど を 記 入 し て く だ さ い 。  

 

  

                 年   組   番  氏 名  
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３ 教科研修の充実 

  校内研修は、その学校がもつ課題の解決につながる内容を取り扱いながら、教員の指導力  

 や課題解決力を育成できる研修である。校内研修には学校全体で行う研修や教科で行う研修、  

 課題別に行う研修等があり、それぞれを連携させ計画・実施することが重要である。  

  また、これまでの授業改善は個々の教員の努力に任されていた面が少なからずあった。こ  

 れからは、他の教員とともに組織的に校内研修を行い、授業改善を図っていく取組が一層重  

 視されている。  

  本研究では、保健体育科での研修としての教科研修に着目し、生徒による授業評価を活用  

 した授業改善を中心に年間研修計画を学校全体の校内研修と関連付けて作成した。  

 

 (1) 教科研修の年間計画を作成する上での配慮事項 

  ア 時期や単元を考えて計画する。  

  イ 単元で行う生徒による授業評価と教員相互の授業参観によるコメントを活用する。  

  ウ 全校で実施される「生徒による授業評価」等の校内研修との連携を図る。  

   

 (2) 年間研修計画の例 

期 教 科 研 修 校 内 研 修 

 

 

１ 

 

学 

 

期  

・研修テーマや計画の検討（４月）  

 

・スポーツテスト結果分析―特に配慮が必要な

 生徒への指導法（５月）  

 

 

 

 

 

・バタフライの指導方法（７月）  

・研修テーマや計画の検討（４月）

 

 

 

・第１回の生徒による授業評価実施

 （６月）  

 

・生徒による授業評価（全授業）の

 分析による課題把握（７月）  

 

 

２ 

 

学 

 

期  

・夏季休業中研修の報告（９月）  

 

 

 

 

 

 

 

・バドミントンの指導方法（１１月）  

・課題解決の方法検討（９月）  

 

 

・第２回の生徒による授業評価実施

（１０月）  

 

 

 

・生徒による授業評価（全授業）の

 分析による課題把握（１２月）  

 

３ 

 

学 

 

期  

・柔道の投げ技の指導方法（１月）  

 

 

 

 

 

 

・教科研修まとめ（３月）  

・課題解決の方法検討（１月）  

 

 

 

 

 

 

・校内研修のまとめ（３月）  

  

授業改善―２年女子マット運動  

生徒による授業評価と授業コメントシート

を用いた授業参観（６月）  

改善点（例）練習方法を拡大して掲示等

授業改善―２年女子バドミントン  

生徒による授業評価と授業コメントシート

を用いた授業参観（１０月）  教科研修報告  

保健体育科の授業改善（１０月）

改善点（例）学習カードの工夫等

授業改善―１年男子柔道、女子ダンス  

生徒による授業評価と授業コメントシート

を用いた授業参観（２月）  

教科研修報告  

保健体育科の授業改善（２月）
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 (3) 授業コメントシートの活用  

   本部会では、生徒による授業評価に加え、教員相互のアドバイスを活用することで、教

科研修や校内研修での意見交換の活性化を図ることができると考えた。そこで、授業を参

観した教員が、授業についてのコメントを記入する「授業コメントシート」を作成した。  

   授業コメントシートは、授業を見ていく流れを重視し具体的で無理なく記入できるよう、 

  「授業開始時、展開時、まとめ時」と時系列で観点を設定した。  

   このシートを活用し「批判するのではなく、共に考え・工夫する」という視点で意見交  

  換等を行うことで、授業について様々な意見を出すことができる。さらに、シートに記載  

  された情報等を基にして授業者が授業を振り返ることで、授業改善を一層進めることがで  

  きる。  

 (4) 教科研修で期待できる効果 

  ア 個々の生徒の課題や教科の課題を把握することができる。   

  イ 求められる生徒像や授業像について共通理解を図ることができる。  

  ウ 意見交換や情報を共有化する機会が増える。   

  エ 教員の経験や実践、得意分野等を生かすことができる。   

  オ 研修したことを、すぐに授業に生かしたり生徒に返したりすることができる。  

    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜ 授 業 者 に 対 し て の 授 業 コ メ ン ト シ ー ト ＞  
 

 ・ 以 下 の 内 容 に 該 当 す る 番 号 に ○ を つ け て 下 さ い 。  

 

４  よ く で き て い る   

３  ど ち ら か と い え ば で き て い る  

２  ど ち ら か と い え ば で き て い な い   

１  で き て い な い  

 

＜ 授 業 開 始 時 ＞  

① 授 業 場 所 ・ 用 具 等 、 生 徒 が 安 全 に 活 動 で き る 環 境 が 整 っ て い る か 。      

☆ コ メ ン ト （                     ）  ４  ３  ２  １  

② 生 徒 の 健 康 観 察 や 見 学 生 徒 の 把 握 、 ク ラ ス の 雰 囲 気 の 確 認 等 が で き て い る か 。  

☆ コ メ ン ト （                     ）  ４  ３  ２  １  

③ 本 時 の ね ら い や 流 れ を 分 か り や す く 説 明 し て い る か 。         

☆ コ メ ン ト （                     ）  ４  ３  ２  １  

 

＜ 指 導 展 開 時 ＞  

① 生 徒 が 意 欲 的 に 授 業 に 取 り 組 む よ う に 指 導 の 工 夫 を し て い た か 。  

☆ コ メ ン ト （                     ）  ４  ３  ２  １  

② 生 徒 の 課 題 に 応 じ た 指 導 の 工 夫 が で き て い た か 。       

☆ コ メ ン ト （                     ）  ４  ３  ２  １  

③ 生 徒 の 質 問 に 対 し 、 適 切 な 示 範 や 助 言 が で き て い た か 。     

☆ コ メ ン ト （                     ）  ４  ３  ２  １  

④ 生 徒 が 安 全 に 活 動 で き る よ う 適 切 な 指 導 が で き て い た か 。  

☆ コ メ ン ト （                     ）  ４  ３  ２  １  

 

＜ ま と め 時 ＞  

① 生 徒 が 授 業 を 振 り 返 り 、 自 己 評 価 が 適 切 に 行 え る よ う に 支 援 し て い た か 。  

☆ コ メ ン ト （                     ）  ４  ３  ２  １  

② 生 徒 が 次 回 の 授 業 の 課 題 や 見 通 し を も て る よ う 働 き か け て い た か 。  

☆ コ メ ン ト （                     ）  ４  ３  ２  １  

③ 生 徒 に 十 分 な 運 動 量 が 確 保 さ れ て い た か 。  

☆ コ メ ン ト （                     ）  ４  ３  ２  １  

 

自 由 記 述 欄  
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Ⅳ 研究の成果と課題 

 １ 研究の成果 

  (1) 観点別学習状況の評価と生徒による授業評価を「いつ、だれが、どのように」実施す  

   るのかを示した「指導と評価の計画」作成するとともに、観点別学習状況の評価の具体 

   的な実施方法を示すことができた。 

  (2) 評価規準と自己評価項目を関連付けたことにより、教員が生徒の学習の実現状況を的  

   確に把握することができた。また、生徒が自己の学習の実現状況を何ができて、何がで  

   きていないかを具体的に把握することができた。  

  (3) 評価結果を分析することにより、生徒のつまずきや課題が明らかになり、次の授業へ  

   の学習指導の工夫・改善を迅速にすることができた。  

  (4) 学習カードに単元の授業内容を示すことにより、生徒が毎時間の授業のねらいを把握 

   するとともに、単元全体を見通した主体的な活動を促進することができた。 

  (5) 学習カードに教員のコメントを記入することにより生徒の疑問に答え、アドバイスを 

   与えることで、生徒の一人一人にきめ細かな指導をすることができた。 

  (6) 生徒による授業評価を活用した授業改善に重点を置いた教科研修の年間計画の具体例 

   や授業コメントシートを作成したことで、保健体育科における研修の在り方や研修時の  

   意見交換等を活発にするための具体例を示すことができた。  

 

 ２ 今後の課題 

  (1) 観点別学習状況の評価の信頼性や客観性を高めるための研究を進め、評価規準や評価 

   方法について検討を行うことが必要である。 

  (2) 評価規準作成のために、特に運動の技能についての質的な高まりの具体例を各種目で

検討し、作成していく必要がある。 

  (3) 生徒による授業評価の評価項目については、教員と生徒が共に授業改善を図っていく  

   という視点を大切にして、授業改善に結び付くような評価項目について更に研究を進め  

   る必要がある。  

  (4) 校内研修については、各学校で組織的に取り組む中で教員が互いに学び合う場を創意  

   工夫して実施していくことが期待される。  
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